
 

 

 探究的な学び・個別最適な学びへ向けて 
 

２月１４日（水）、「ふくしま『未来の教室』授業充実事業」

第２回地区別研究協議会をオンラインで開催しました。 

実践校である荒海小学校、只見中学校から、３年間の事業

の集大成として、学校の実態に応じた効果的な ICT活用実

践を、また伊南小学校からは情報モラル、メディアリテラシ

ーの育成に向けての取組、荒海中学校からはふくしま情報モ

ラル診断への取組を発表していただきました。 

また、義務教育課指導主事による行政説明、文部科学省

GIGA StuDX 推進チームによる情報提供、各中学校区に分

かれてのグループ協議、福島大学人間発達文化学類 平中

宏典准教授による「GIGA スクール構想３年間で見えてき

た成果と課題」と題した講演を行いました。 

チャット機能等を使った情報共有や共同編集により進捗状況を見える化することで、教科書で

の調べ学習、タブレットを用いての調べ学習など、授業中における多くの協働的な学びが個別最

適な学びにつながっていきます。まずは学習の中で ICT を使ってみることが大切であり、いずれ

は子供たちが文房具のように使う姿を目指したいものです。次年度以降も、ICTを授業の中で積極

的に活用していきたいという気持ちが大いに高まった協議会となりました。 

 
【研究協議会の感想から】 

 〇 学校間で、すでに差が開いていることを感じた。高校進学までを視野に入れると、小学校でど 

れだけ触れているかは大きい。 

 〇 効果的なＩＣＴの活用場面を共有し、ＩＣＴを活用する教員の意識を高めながら、子供たち 

  のＩＣＴ活用能力や学力の向上に結びつけていきたい。 

 〇 平中准教授によると「学修者」が学び取る授業でうまくＩＣＴを活用すると、学力が飛躍的に 

  伸びるという話に衝撃を受けた。また、各学校が ICT 教育を進めていくことが大切だと感じた。 

  教育課程に反映できるようにしたい。 

 〇 子供たちがＩＣＴを使う・使わないを選択し、必要な時に進んで活用して問題解決できる状

態にしていく必要性を感じた。 

 〇 ＩＣＴ活用が苦手という意識を克服するためには、個人のがんばりに期待するだけではなく、 

組織的に取り組むことが必要であると感じた。 

 〇 校務処理にも積極的にＩＣＴを活用できる様にお互い知恵を出し合い、できるところから取 

り入れ負担軽減につなげていきたい。 

 〇 StuDX Style 等の情報サイトについては、まだ見ていない先生方もいると思うので、再度周 

知していきたい。 

  

 参考資料（QR コード） 

 ・「GIGA StuDX メールマガジン」 

 

        ・文部科学省 YouTube/mextchannel 

            「一人一台端末で学校が変わる」   

  
南会津教育事務所学校教育課だより 

   南会津夢教育 
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小学校編     中学校編 



協議会では、平中先生や義務教育課の指導主事等が「『未来の教室』や『メディアリテラシー』

の事業は、今年度で終わります。大切なのは、この３年間で積み上げたものを今後の教育活動につ

なげていくことです。」という呼びかけを繰り返していました。令和６年度の教育課程の中に、Ｉ

ＣＴ活用や情報モラル教育について「いつ・どこで・だれが・なにをするか」を明記することが、

事業にご協力いただいた立荒海小学校・只見中学校・江川小学校・田島中学校・只見小学校・檜枝

岐中学校・伊南小学校・荒海中学校の取組の成果を生かすことにもつながっていきます。一例とし

て、荒海中学校と伊南小学校の指導計画の一部を掲載しますので、ぜひ参考にしてください。 

〈荒海中学校〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〈伊南小学校〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県教育庁南会津教育事務所 学校教育課 

TEL 0241-62-5255 HP https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/70510a/ 


